
コザネヒカリ▼θθ K9/10aど りの手綱6吐翁量
`代試 採 れ分揚,

|.首景L惚らレヽ

コがネヒつりⅢd B吾千口57年に栄励品程採用伐 近手のこ椛した巽韓塚t象下にあ、、1てし宇定したタ

収世こネしてし,る。 このため斜姥的積の拡大パ姥じ(3密干357年度は約ど2タク花a(作付た季,、2/)

の作付●ヾあり、キヨユチキにズぐ黒T彰 5位の品犯に成長じ今後ぅ親拷商議の拡氏が亀込ュエる。

コげネヒヵりの転落法につ !ヽては、す子に昭和切手底指導上のみを与頬に供してヽ ,るが,米経

とだ面子の胴衛ヒ台童については来検打でぁった。

本年1まとの向, らヽ検対した者も未 7θθ k9/″允Jく坪の宰之多収が可能て,あi卜その組イ寺庄台せに
っ、,て当的指 標 とな り得 る女口乳 つヾ偽 引 tたのでお当上 のみ る に法 すろ。

2.オ節子内ふ

コがネし力りのルθK?/1o a密定み収とあげる場合の収貴れ成宰ネと来泰奈件と検対した篤柔

は沢のと冷1)FStある。

|)ワθθ K3/′θa収 童水準の規行吐行重

(l)7θθ K9/′θ先収量水牟収量構成率糸の対告値
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2)ヨ がネヒカリの御1代按朴と約絶形成郷におヽ叶るとにの暑6

ギ最85御じナ女下では仲1反の危険はける` 1ヽ。幼穐ヽ打ろ威期の素身宣糸濃度が約3.5/、ど糸Dlllt7

セ 8～ 8・53ヵげ )女上で,は例イ式のた倹性がありこ昭|ぎヤ上又は遅″らても。また.こ の幸身重

宗濃茂L七虐する葉色値はルラースケー,じで。ば純的5,2～5,S、 ゲリーンメーター“1ま|・4

～|.45前後と着たJキえ.

3)載 姥の宰や、

(|)返報督動はトコニ>キ並～ぐマつ曰とし、と台宝こや分犯保する。こ1こあとや、崎錦は幼
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穐1夕広報イ,ある。 (8357みえ尊頬コガネtヵ りの親姥ゑとみマ)

(2)分 げつ州 (6円 T町 )の を牧ばヤ亀13 6θOホ/R2こ 下限とし、こttこ下口ると右を不足

ゃ、本む苅な素色仏下B寺には
｀
つな丁えこ

″
写により吐角を擢保につとめる。

4)出 蒔地威

〕し上〕!1中丸 (採波)女向)u、うjし上1'1下丸勉や良りヽ表向部の子ナユ地こ対象とする。

5.,旨球上の留竜、義員

1)コ ガ
｀
ネヒカリは耐昭1とに首か、席に地力の高し・,卜田で,はその埼性が発揮でヽこるので採41と

地力増滋|くぶり後球 なのキtお班係に冴ある。

2)将 改13批円Jで耐存1択ltfほうす、じ、が、例4点は'生対理 と角`るので迄R巴は柏ホの栄な本件これ分カ

庵、すること.

3)姦 Jよ に円顛、ま、

(|)地 ヤ場」品ダ向上技術の食対

(2)栄 な珍靖技術の緒虚向上と夕収のための生台コントロ'ル 技術の検対

4.み 汚文献 ・哲料

|)rラ」く格品程コガネtカ リの萩虎打ムにつ おヽてコ指球上のみ力多頬 (B召57)

2)rJq絶 品種コがネCカ リの萩渚法」 索お農球"lTtt Vo2 33(1983)

3)r水 箱に関するボ強成絵老」黒向分湯 (B乙57～58)

St点 検成績

D3ネD5?年度試瑚 完成来写者&促 過打谷ゼハ資料み妥 のこと。
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